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改革改善
の考え方

①問題
点

無投票といえども選挙を想定し、選挙長、選挙立会人、投票管理者、投票立会人等の選任が必要となる。また選挙区
ごとに投票を行うため、入場券や投票用紙等選挙用具等の必要数が読みにくい。また、事務従事者数も読みにくい。

②改革
提案

急遽選挙となったとしても対応できるよう投票管理者等の確保及び事務従事者の割付は行う。用具等については説明
会等の出席状況等を鑑みて準備する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

平成11年の農業委員会委員選挙以来、無投票であるが、今回も無投票となった。しかし、今回は説明会時に定数を上回る候
補者数であったため、直前まで選挙戦の可能性が大いにあった。そのため投開票事務が確実に行えるよう事務分担等の再点
検を行った。（平成11年以来初めて投開票事務従事者を委嘱し、各係の業務を再点検した）

総事業費①+② 0 14,881 2,626 0
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臨時職員所要時間

一般財源 14,881 1,911

人件費計（千円）② 0 715

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 0 14,881 1,911 0

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

任期満了日：平成26年7月19日（任期３年）　　選挙期日：平成26年7月6日
選挙による委員の定数：27人
選挙区　　（　）内は定数。
　第１選挙区（5）：飯田・座光寺・上郷　　第２選挙区（5）：伊賀良・鼎
　第３選挙区（4）：山本・三穂　　　　　　　第４選挙区（5）：竜丘・松尾・川路
　第５選挙区（5）：下久堅・上久堅・上村・南信濃
  第６選挙区（3）：龍江・千代

投票率 H26は無投票であっ
た。

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

任期満了による委員の選挙の実施。選挙の執行管理は、農業委員会等に関する法律及び同法において準用する公職選挙法（読み替
え条文）による。
任期満了日：平成26年7月19日（任期３年）　　　　　選挙期日：任期満了前30日以内
選挙による委員の定数：27人
選挙区　　（　）内は定数。合併した上村・南信濃地区は第5選挙区に編入し、定数2増。
　　第１選挙区（5）：飯田・座光寺・上郷　　　　　　　　　　　　第２選挙区（5）：伊賀良・鼎
　　第３選挙区（4）：山本・三穂　　　　　　　　　　　　　　　　　第４選挙区（5）：竜丘・松尾・川路
　　第５選挙区（5）：下久堅・上久堅・上村・南信濃　　　　　第６選挙区（3）：龍江・千代

成果
指標

選挙の管理執行上問題となった事項
（県選挙管理委員会へ報告を要する事例に該当する事
例の件数）

0 0 0 0

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

自治意識の向上

農業委員会委員選挙人名簿登録
者数（26.3.31）

18899

意図（どういう状態
にするか）

農業委員会等に関する法律等に則って選挙事務を適正
に執行し、農業委員会委員を選出する。

目
的

対象（誰・何を） 農業委員会委員選挙の有権者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 選挙管理委員会事務局 H27係等名 選挙係 H26係等名 選挙係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 26 終了 26
事務事業名 飯田市農業委員会委員選挙

会計 一般会計
54 6

事業種別 経常

9 施策№ 91 事業№


